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対照品種については から 株に &09を接種した．
　一般特性の調査には，&09検定と同じ品種・系統を


















本葉が展開した 月 日に 年度春夏作と同様の方
法で &09を接種した．ただし，接種は第 本葉の最先
端にある小葉のみに対して行った．各品種・系統につ
いて 株に &09を接種し，無接種区も 株とした．
月 日にモザイク症状の有無を調査した後，&09接種





























年 月 日に播種し，月 日に鉢上げした．第 本葉
が展開した 月 日に &09を汁液接種し，月 日に












　 )世代の 26$と‘桃太郎 ’を供試した．












































26$   同  同
桃太郎    劣  劣
おどりこ   劣  劣
メリーロード   劣  劣
サターン   劣  劣
表－ 　供試品種・系統の &09抵抗性検定結果
（年度春夏作）　　　　　
















26$    
桃太郎     
おどりこ    
サターン    





















26$   中 中  
桃太郎    やや不良 やや淡  
おどりこ   やや不良 中  

































は供試した 個体すべてが (/,6$では &09陽性
図－ 　 26$の &09抵抗性
‘桃太郎 ’（D左および E）は激しいモザイク症状であるのに対し，26$（D右および F）は無病徴である．














（NJD）（）＊＊ チャック・窓あき果 奇形果 小果 その他
26$           
桃太郎            
おどりこ           














26$    
桃太郎     
おどりこ    
サターン    

































$7&0     
桃太郎      
おどりこ     


















26$     　 
桃太郎       
おどりこ      
メリーロード      
サターン      
表－ 　供試品種・系統の生育特性（年度春夏作）






















26$      やや扁平 桃 平滑～僅凸 有 
桃太郎       やや扁平 桃 平滑 有 
おどりこ      やや扁平 桃 平滑 有 
メリーロード      やや扁平 桃 平滑 有 



































26$     単純混合 有 中  中
桃太郎      単純 有 中  中
おどりこ     単純 有 中  やや強
サターン     単純 有 中  中

















26$ やや扁平～球形 平滑 中 有 透明 中  桃  
桃太郎  やや扁平 平滑 中 有 透明 中  桃  
おどりこ やや扁平 平滑 中 有 透明 中  桃  
サターン やや扁平 平滑 中 有 透明 中  桃  

































チャック・窓あき果 奇形果 小果 その他
26$           
桃太郎            
おどりこ           
サターン           









$7&0   
桃太郎    
おどりこ   －


























































ODQH）と <,のプラスミド '1$を制限酵素 3VW,で消化後，電
気泳動し，ナイロン膜へブロッティングした．
&09外被タンパク質遺伝子を検出できるよう ',*ラベルして
作製したプローブでハイブリダイズした．0は分子量マーカー．
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防除の徹底等により，&09による被害が顕在化するこ
とは少ない．しかしながら，諸情勢の変化によりトマト
へのモザイク病（&09）抵抗性の付与が重要になった
場合には当該育成系統の育種素材としての利用が期待
される．なお近年，ナント種苗から &09に抵抗性を示
す品種‘ティンカーベル’が発表された（越智，）．
当品種については育種素材や育成経過等の詳細は不明で
あるが，‘$7&0’との抵抗性程度の比較が必要であ
ろう．このように，‘$7&0’はモザイク病（&09）
抵抗性の機構解明のための実験植物としての利用にも有
効であろう．なお‘$7&0’の栽培は，「生物の多様
性に関する条約のバイオセーフティに関するカルタヘナ
議定書」の国内担保法である「遺伝子組換え生物等の使
用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」が
年に施行されたため，今後は当該法律に従って実
施する必要がある．
Ⅴ　摘　　要
）‘$7&0’は遺伝子組換え技術により &09外被タ
ンパク質遺伝子を導入したトマトを育種素材としたモザ
イク病（&09）抵抗性の固定系統である．
）‘$7&0’は )世代においても有効なモザイク病
（&09）抵抗性を示す．
）‘$7&0’は &09外被タンパク質遺伝子を コピー
有する．
）‘$7&0’の草丈や節間長は‘桃太郎 ’とほぼ同
等であるが，収穫開始は‘桃太郎 ’や‘おどりこ’よ
りもやや遅い傾向にある．果形はやや扁平，果色は桃色
で，果実外観は‘桃太郎 ’，‘おどりこ’や‘サターン’
とほぼ同等であるが 果重が小さい傾向にあり，‘桃太
郎 ’や‘おどりこ’に比べて果実がやや軟らかい．
）‘$7&0’はモザイク病（&09）抵抗性であるた
め &09感染時の生育や収量の減少は対照品種よりも少
ないものの収量は低い．秋冬作における &09非感染時
の収量は対照品種よりも劣るが，春夏作では良好な収量
を示す．
）‘$7&0’は 7R09抵抗性は持たないが，‘桃太郎 ’
程度の青枯病抵抗性を有する．
）‘$7&0’の栽培は，「遺伝子組換え生物等の使用
等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」に
従って実施する必要がある．
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